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❶

表
現
力
ア
ッ
プ
！
読
み
聞
か
せ
・
話
し
方
講
座

子
ど
も
た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ
、
会
議
や
会

合
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
求
め

ら
れ
る「
表
現
力
」。
自
分
の
考
え
や
思
い
を
言

葉
に
の
せ
て
伝
え
る「
表
現
力
」を
学
び
ま
す
。

講 

　
師
／
杉
山
直
ち
ょ
く

さ
ん
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
・
新
朗
読
家
）

問い合わせ／社会教育課　155-0560　555-0561　Eky-syakaikyouiku@div.city.fuji.shizuoka.jp

2020年度

受
講
期
間
／
5

～
7

月
の
週
1

回
程
度

計
6

回
（
❶
計
9

回
、
❸
計
4

回
）

と
こ
ろ
／
❶
❸
❻
富
士
市
教
育
プ
ラ
ザ
、

❷
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
、
❹
ラ
・
ホ
ー
ル
富

士
、
❺
富
士
市
教
育
プ
ラ
ザ
ほ
か
（
実

地
研
修
あ
り
）

対
　
象
／
富
士
市
・
富
士
宮
市
に
在
住
・

在
学
・
在
勤
の
15

歳
以
上
の
人
（
中
学

生
は
除
く
）

定
　
員
／
❶
25

人
、
❷
❸
各
60

人
、
❹
90

人
、
❺
❻
各
50

人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
せ
ん
。

受
講
料
／
❶
3
0
0
0
円
、
❸
2
0
0
0

円
、
❷
❹
❺
❻
2
5
0
0
円
、（
❺
は
バ

ス
代
な
ど
別
途
8
5
0
円
程
度
）

申
込
方
法
／
4

月
8

～
13

日

に
、
直
接
左
記
受
付
場
所

で
申
し
込
む
か
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
電
子
申
請
し

て
く
だ
さ
い

※
2

人
1

組
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

★
受
付
・
講
座
案
内
冊
子
配
布
場
所

1
富
士
市
教
育
プ
ラ
ザ
1

階
　
社
会
教

　
　
育
課

2
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

3
富
士
市
役
所
8

階
　
文
化
振
興
課

4
富
士
宮
市
役
所
6

階
　
社
会
教
育
課

★
受
付
時
間
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

1
2
は
9
～
21

時
、
3
4
は
9
～
17

時

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は

  
「
講
座
案
内
冊
子
」を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

【 

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】
く
ら
し
と
市
政
→
教

育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
社
会
教
育
→
富

士
市
民
大
学
→
2
0
2
0
年
度
第
26

回

「
富
士
市
民
大
学
前
期
ミ
ニ
カ
レ
ッ
ジ
」

富士市民大学前期ミニカレッジでは、各専門分野に精通している教授陣や 

地域の有識者から高度で有益な講座を受けられます。気軽にご参加ください。

富士市民大学

前期ミニカレッジ受講生募集

6講座を
開催します

❷

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
や
っ
て
く
る
！

多
様
な
国
際
文
化
を
知
ろ
う

～
色
々
な
国
の
文
化
を
学
ん
だ
そ
の
先
に
は
～

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ス
ポ

ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
と
と
も
に
、
世
界
文
化
が

集
う
祭
り
で
も
あ
り
ま
す
。
五
輪
シ
ン
ボ
ル
が

示
す
世
界
五
大
陸
の
諸
地
域
か
ら
、ア
フ
リ
カ
、

東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
6

地
域
に
つ

い
て
、
多
様
な
文
化
・
社
会
な
ど
に
ふ
れ
、
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
の
歴
史
と
今
を
学
び
ま
す
。

講
　
師
／
静
岡
県
立
大
学
国
際
関
係
学
部
教
授
ほ
か

❸

Q
O
L（
Qク
オ

リ

テ

ィ

u
a
l
i
t
y 

oオ
ブf 

Lラ
イ

フ

i
f
e
）

向
上
を
目
指
す
健
康
講
座

～
食
・
運
動
・
生
活
の
楽
し
み
方
～

ど
う
し
て
人
は
老
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
に

食
と
運
動
を
行
え
ば
健
康
を
維
持
で
き
る
の

か
。
こ
の
講
座
で
は
人
生
を
健
康
で
充
実
し
て

過
ご
す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
、Q
O
L（
生
活
の

質
）
の
向
上
を
目
指
し
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康

を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。

講
　
師
／
静
岡
大
学
教
授
ほ
か

❹

市
民
歴
史
講
座「
源
平
合
戦
前
後
と
富
士
地
域
」

富
士
地
域
は
、源
平
合
戦
の
一
つ
で
あ
る「
富

士
川
の
戦
い
」
が
起
き
た
場
所
で
あ
る
た
め
、

市
内
に
は
源
氏
や
平
氏
に
関
す
る
多
く
の
伝
承

地
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、「
曽
我
兄
弟
の
仇
討

ち
」
に
ま
つ
わ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
講

❺

地
学
講
座
「
富
士
山
に
学
ぶ
自
然
と
地
質
の
奥

深
さ
」

日
本
一
高
い
富
士
山
と
、
日
本
一
深
い
駿
河

湾
。
な
ぜ
こ
れ
ら
の
特
徴
が
こ
の
地
に
あ
る
の

か
。
富
士
山
の
噴
火
の
痕
跡
、
富
士
山
の
溶
岩

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
丸
火
」
の
不
思
議
、

深
海
に
眠
る
駿
河
湾
の
謎
を
解
く
た
め
に
、
富

士
山
と
駿
河
湾
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の
ぞ

き
ま
す
。

講
　
師
／
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所
主
幹
研

究
員
ほ
か

❻

文
学
講
座
「
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
の
世
界

に
触
れ
る
」

こ
の
講
座
は
、
国
宝
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の

絵
を
眺
め
、
物
語
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
つ
つ
、

『
源
氏
物
語
』
を
読
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
講
義
で
は
、
絵
巻
の
中
か
ら
い
く

つ
か
の
場
面
を
取
り
上
げ
、
そ
の
場
面
に
対
応

す
る
物
語
の
一
部
分
を
、
語
彙
や
語
法
に
注
意

し
な
が
ら
読
解
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
の
文
学
講
座
で
は
「
横
笛
」
ま
で
を
鑑

賞
し
た
の
で
、
こ
と
し
は
そ
の
続
き
か
ら
学
び

ま
す
。
初
め
て
の
人
も
受
講
で
き
ま
す
。

講
　
師
／
竹た
け

部べ

歩
美
さ
ん
（
静
岡
県
立
大
学
国

際
関
係
学
部
准
教
授
）

座
で
は
、
こ
の
二
つ
の
大
き
な
出
来
事
と
、
そ

の
前
後
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

講
　
師
／
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
ほ
か


